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表.日本国内の通級指導を受ける児童生徒数と日米の障害学生数（単位：人）

*上記表のソース：
通級（H30特別支援教育資料）；国内大学（JASSO, 2018）; 米国大学（NCES 2018-432）

日本の大学生総数は320万人、米国の学部生総数は約2,100万人

障害種別 学習障害 ADHD 自閉症 精神疾患

小学校通級 16,123 18,111 20,395 ー

中学校通級 4,052 3,076 3,507

高校通級 72 64 211 ー

国内大学 213 1,522 3,426 8,770

米国大学 1,036,230 4,706,211 ー 3,000,749
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スカラー
学びへの強い希望、 社会に向けた

発信力とリーダーシップを期待しています。

Scholar Program
年間プログラムスケジュール

※プログラム内容は、 毎年変更し ます

スカラーは、 東大先端研で行われる夏季プログラムに参加した後、 テクノロジーを活用し 、 オンラ

インにてミ ーティングプログラムへ参加します。 また、ギャザリングの開催やイベント への参加など、

ディスカッショ ンできる機会を設けています。 海外研修などの大学生をメインとしたリーダー養成プ

ログラムも実施し、 スカラーへ多様な機会が届く ように年間を通じたプログラムを行っています。

多様な価値観をもつ社会人、

学生との交流・ 意見交換
大学体験

自立と自己決定、 セルフアド ボカシー、 リーダーシップ

をテーマとしたセミ ナーやワークショ ップへの参加

最先端のテクノ ロジー体験 一般公開シンポジウムへの

参加と情報発信

専門家への質問・ 相談 オンラインメンタリング

夏季プログラム

・ メーリングリスト での

情報交換

・ オンライン・ ミ ーティ

ングへの参加

スカラ ープログラム

毎年春に参加者が公募さ れます。 書類選考、

面接選考を通じ 、 スカラーが選抜さ れます。

プログラムへの参加

海外研修

企業訪問・ インターンシップ

ギャ ザリング・ イベント 参加

テクノ ロジーを活用した多様な学習方法を知

り、 学習や生活で実践を希望していること

DO -IT Jap an プログラムの参加を強く 希望

していること

進学・ 就労へ向けた意欲があること

自分の興味や関心のある物事について探求

していること

DO -IT Japan が目指す、 多様性理解を広げ

ることに関心があること 、 またその活動に向

けてリ ーダーシップを発揮できること
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